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むつ市議会予算審査特別委員会（第１号）

〇開会の日時 平成２０年 ３月 ６日 午後 ２時４３分開会・開議

午後 ３時００分散会

〇場 所 下北文化会館展示ホール

〇出 席 委 員 （２７人）

委 員 長 新 谷 功 副 委 員 長 岡 崎 健 吾

委 員 川 下 八十美 委 員 新 谷 泰 造

〃 目 時 睦 男 〃 髙 田 正 俊

〃 白 井 二 郎 〃 馬 場 重 利

〃 山 本 留 義 〃 千 賀 武 由

〃 菊 池 広 志 〃 富 岡 修

〃 佐々木 隆 徳 〃 野 呂 泰 喜

〃 鎌 田 ちよ子 〃 工 藤 孝 夫

〃 横 垣 成 年 〃 冨 岡 幸 夫

〃 斉 藤 孝 昭 〃 中 村 正 志

〃 浅 利 竹二郎 〃 川 端 一 義

〃 半 田 義 秋 〃 佐々木 肇

〃 山 崎 隆 一 〃 村 川 壽 司

〃 村 中 徹 也

〇欠 席 委 員 （３人）

委 員 澤 藤 一 雄 委 員 菊 池 一 郎

〃 川 端 澄 男

〇説明のため出席した者

市 長 宮 下 順一郎

副 市 長 田 頭 肇

収 入 役 田 中 實

教 育 長 牧 野 正 藏

公 営 企 業 管 理 者 杉 山 重 一

代 表 監 査 委 員  池 十夫

総 務 部 長 齋 藤 純
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総 務 部 税 務 調 整 監 佐 藤 忠 美

総 務 部 理 事 出 納 室 長 西 堀 敏 夫

企 画 部 長 阿 部 昇

企 画 部 理 事 近 原  栄

民 生 部 長 佐 藤 吉 男

保 健 福 祉 部 長 佐 藤 節 雄

経 済 部 長 佐 藤 純 一

建 設 部 長 成 田 豊

建 設 部 理 事 石 田 三 男

教 育 部 長 新 谷 加 水

公 営 企 業 局 長 小 川 照 久

監 査 委 員 事 務 局 長 遠 藤 雪 夫

総 務 部 副 理 事 管 財 課 長 新 谷 正 幸

企 画 部 次 長 千 船 藤四郎

企 画 部 副 理 事 企 画 課 長 奥 島 愼 一

企 画 部 副 理 事 財 政 課 長 鈴 木 克 郎

民生部副理事国保年金課長 河 野 健 二

選挙管理委員会事務局長 大 芦 清 重

農 業 委 員 会 事 務 局 長 村 川 修 司

川 内 庁 舎 所 長 工 藤 昭 治

大 畑 庁 舎 所 長 伴 邦 雄

脇 野 沢 庁 舎 所 長 舩 澤 桂 逸

総 務 部 総 務 課 長 松 尾 秀 一

総 務 部 総 務 課 行 政 係 長  田 真

総務部総務課行政係主査 澁 田 剛

〇事務局出席者

事 務 局 長 小 島 昭 夫 次 長 髙 田 文 明

総 括 主 幹 工 藤 昌 志 総 括 主 幹 栁 田 諭

庶 務 係庶 務 係 長 金 澤 寿々子 濱 村 勝 義主 任 主 査

調 査 係 議 事 係石 田 隆 司 井戸向 秀 明主 査 主 事
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（午後 ２時４３分 開会・開議）

〇臨時委員長（山崎隆一） ただいまから予算審査特別委員会を開会いたしま

す。

ただいまの出席委員は27人で定足数に達しております。

これから委員長の互選を行います。

。 、 、お諮りいたします 互選の方法については 指名推選により行うこととし

私から指名したいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇臨時委員長（山崎隆一） ご異議なしと認めます。よって、互選の方法につ

いては指名推選とし、私から指名することに決定いたしました。

新谷功委員を委員長に指名いたします。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇臨時委員長（山崎隆一） ご異議なしと認めます。よって、新谷功委員が委

員長に当選されました。

ただいま委員長に当選されました新谷功委員からごあいさつをお願いいた

します。新谷功委員。

〇委員（新谷 功） 一言ごあいさつを申し述べさせていただきます。

ただいまは、委員各位のご推薦によりまして、予算審査特別委員長を仰せ

つかりました新谷功でございます。私は、この任の重さを自覚し、慎重に、

また皆様方のご協力を得まして、この会を進めていきたいと、このように思

っております。よろしくお願いを申し上げる次第でございます。

これをもちまして、就任のごあいさつといたしたいと思います。

〇臨時委員長（山崎隆一） ここで委員長と交代いたします。それでは、委員

長のご着席をお願いいたします。

ご協力ありがとうございました。

〇委員長（新谷 功） これから副委員長の互選を行います。

。 、 、お諮りいたします 互選の方法については 指名推選により行うこととし

委員長から指名をしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（新谷 功） 異議なしと認めます。よって、互選の方法については

指名推選とし、委員長から指名することに決定いたしました。

岡崎健吾委員を副委員長に指名いたします。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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〇委員長（新谷 功） ご異議なしと認めます。よって、岡崎健吾委員が副委

員長に当選されました。

ただいま副委員長に当選されました岡崎健吾委員からごあいさつをお願い

いたします。

〇委員（岡崎健吾） ただいま副委員長にご推挙いただきました岡崎健吾でご

ざいます。私にとりましては初めての予算審査特別委員会でございます。ま

たこの壇上に立つのも初めてでございまして、非常に緊張しておりますが、

皆さんのご協力を得ながら、新谷功委員長のもと、当委員会が円滑に進むよ

う努力をしてまいりますので、よろしくお願いいたします。

〇委員長（新谷 功） 次に、本特別委員会の傍聴及び写真撮影の件でありま

すが、本特別委員会は一般の傍聴を認めるとともに、むつ市政記者会及び広

報広聴課職員に写真撮影を許可したいと思いますが、ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（新谷 功） それでは、ご異議がないようでありますので、そのよ

うにさせていただきます。

お諮りいたします。本日の予算……

（ 委員長」の声あり）「

〇委員長（新谷 功） 馬場委員。

〇委員（馬場重利） 今委員長もこれで特別委員会を終わるという、あれです

ね。終わる前に、実は特別委員会に要望したいと思います。

実は私12月の決算審査特別委員会を体験したわけですけれども、全議員に

よる特別委員会ということで、分科会方式からそのようになったということ

であります。私要望したいのは、あしたから審査が始まると思いますけれど

も、順を追って目ごとに質疑を受けていただきますようにお願いしたいと思

います。委員長の考え方を聞きたいと思います。

〇委員長（新谷 功） ただいまは馬場委員から、順を追って目ごとに説明し

てもらいたい旨のご意見でございました。ご意見として承りました。

馬場委員。

〇委員（馬場重利） 意見として受けて流すのではなくて、委員長の考え方も

あるでしょうし、委員の皆様方がどのように考えているのか。実は、予算で

、 。ありますので 非常に大事な審査があしたから始まるということであります

私決算を体験したうえでこのように申し上げているわけです。お願いいたし

ます。

〇委員長（新谷 功） 暫時休憩いたします。

午後 ２時５２分 休憩
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午後 ２時５９分 再開

〇委員長（新谷 功） 休憩前に引き続き会議を開きます。

お諮りいたします。本日の予算審査特別委員会は、これで散会したいと思

います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（新谷 功） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれで散会い

たします。

（午後 ３時００分 散会）
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